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一 般 質 問

24年度第3回定例会が3月6日・7日・8日
に開かれた。

一般質問に8人が登壇し、活発な議論を展開
した。

答 公売も考える

負の遺産となる物件は

現
在
、
農
政
局
に
コ
ア
置

場
と
し
て
賃
貸
し
て
い
る
が
、

時
期
や
若
者
定
住
も
含
め
、

再
度
検
討
し
て
い
く
。

高
校
教
員
住
宅
、
町
有
地

の
競
売
は
好
評
だ
っ
た
が
、

解
体
費
用
を
考
え
る
と
将
来

負
の
遺
産
と
な
る
物
件
は
な

い
か
。

ま
た
、
部
署
を
定
め
検
討

し
て
い
る
か
。

町
有
財
産
管
理
協
議
会
で

検
討
し
て
い
た
６
カ
所
の
う

ち
、
申
請
の
な
か
っ
た
３
カ

所
は
、
自
由
に
使
用
可
能
な

土
地
と
し
て
公
売
も
考
え
る
。

今
後
は
、
財
産
管
理
委
員

会
で
、
前
向
き
で
検
討
し
て

い
く
。

茶
工
場
跡
は
宅
地
と
し
て

一
等
地
だ
が
。

問

農
本
　
規
仁

答

町
　
長

答

下
方
仁
淀
総
合
支
所
長

答

町
　
長

町
外
か
ら
通
勤
す
る
職
員
が

町
の
足
か
せ
に

別府小プール跡地

問

農
　
本

早
い
時
期
に
、
借
地
問
題

も
含
め
財
産
管
理
委
員
会
で

検
討
し
て
い
く
。



仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成24年5月10日発行（5） 第27号

議
長
に
就
任
し
初
め
て
の
議
会
、
三
月
定

例
会
も
閉
会
、
24
年
度
が
始
ま
っ
た
。

平
成
12
年
に
議
会
に
手
を
挙
げ
た
の
は
、

15
年
間
大
阪
で
生
活
し
、
帰
っ
て
来
た
と
時
、

中
学
時
代
に
夏
は
毎
日
鮎
を
は
ね
て
い
た
土

居
川
が
水
量
も
減
り
、
緑
色
の
コ
ケ
も
茶
色

と
、
昔
の
面
影
は
な
く
、
山
の
自
然
林
が
大

半
植
林
と
な
っ
た
こ
と
が
一
因
で
、
き
れ
い

な
水
を
取
り
戻
す
に
は
植
林
の
整
備
が
必
要

と
の
思
い
で
あ
っ
た
。

谷
周
辺
の
植
林
を
切
っ
た
ら
、
も
つ
ご
が

見
え
た
、
た
ら
の
木
が
芽
生
え
て
た
な
ど
、

自
然
に
す
ぐ
戻
る
。

写
真
家
の
高
橋
さ
ん
も
、「
仁
淀
川
の
岸
辺

を
自
然
林
に
」
と
言
っ
て
い
る
。
谷
川
、
道

路
周
辺
の
植
林
の
整
備
を
す
れ
ば
、
本
当
の

自
然
環
境
の
中
で
人
が
生
活
で
き
る
。

地
球
上
の
水
で
、
生
活
に
利
用
可
能
な
淡

水
は
わ
ず
か
１
％
、
人
体
の
水
分
約
60
％
で

生
き
て
い
る
。
貴
重
な
水
。

片
岡
　
政
徳

議
長
一
口
メ
モ�

！�

日曜市（仁淀川町の一コマ）

Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
に
対
応
を

態
勢
を
整
え
対
応

問

農
　
本

都
市
部
の
人
と
の
交
流
の

場
が
で
き
つ
つ
あ
る
と
感
じ

る
が
、
Ｉ
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
に

対
し
、
何
ら
か
の
対
応
を
考

え
る
時
期
で
は
。

就
労
の
場
に
つ
い
て
は
、

求
人
情
報
が
得
ら
れ
や
す
い

状
況
を
作
り
た
い
。

24
年
度
か
ら
は
、
県
の
移

住
促
進
事
業
を
活
用
し
、
３

年
計
画
で
移
住
希
望
者
の
拠

点
整
備
や
、
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
就
業
支
援
や
短
期
移
住

の
実
施
、
空
き
家
、
耕
作
放

棄
地
の
活
用
等
の
事
業
を
行

い
、
広
げ
て
い
く
こ
と
で
町

全
体
と
し
て
態
勢
を
整
え
、

対
応
を
総
合
的
に
行
っ
て
い

き
た
い
。

答

町
　
長

答
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答 資産の譲渡

（株）ソニアは 問

山
口
芳
正

（
株
）
ソ
ニ
ア
の
現
状
は
。

資
産
の
大
部
分
を
仁
淀
川

林
産
協
同
組
合
へ
譲
渡
す
る

こ
と
と
な
り
、
登
記
手
続
き

を
進
め
て
い
る
。

債
務
は
政
策
金
融
公
庫
借

入
金
を
一
括
返
済
し
、
固
定

資
産
税
滞
納
分
、
訴
訟
和
解

金
は
３
月
に
支
払
う
。

今
後
は
残
り
資
産
の
譲

渡
、
森
林
組
合
の
債
権
回
収
、

農
協
借
入
金
の
返
還
な
ど
の

検
討
を
進
め
、
解
散
清
算
に

向
け
て
の
調
整
を
進
め
て
い

く
。ソ

ニ
ア
資
産
の
鑑
定
人
や

鑑
定
結
果
の
説
明
と
資
料
の

提
出
を
求
め
る
。
ま
た
、
資

産
の
売
却
の
内
容
と
契
約
は

い
つ
か
。

専
門
家
に
鑑
定
を
依
頼

し
、
評
価
し
て
い
る
。

資
産
の
売
却
内
容
や
契
約

資
料
も
含
め
、
社
長
の
越
知

町
長
と
協
議
し
、
提
示
す
る

か
ど
う
か
検
討
す
る
。

売
却
の
契
約
は
24
年
１
月

31
日
に
し
た
。

資
産
６
億
円
余
で
健
全
と

の
説
明
を
受
け
て
い
た
が
、

７
千
200
万
円
で
売
却
と
の
差

額
説
明
は
。

資
産
評
価
は
５
億
円
余
り

あ
る
が
、
売
却
差
額
は
鑑
定

人
に
よ
る
評
価
と
、
こ
れ
に

よ
っ
て
、
林
産
協
同
組
合
と

協
議
し
、
７
千
200
万
円
位
で

売
却
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果

と
し
て
帳
簿
上
の
評
価
と
は
、

大
き
く
差
が
出
て
い
る
。

23
年
10
月
末
に
、
固
定
資

産
税
の
滞
納
が
３
千
300
万
円

余
り
あ
る
ソ
ニ
ア
が
、
健
全

と
言
え
る
根
拠
は
何
か
。

10
月
末
時
点
で
は
そ
う
い

う
状
況
だ
が
、
森
林
組
合
に

対
す
る
貸
付
金
な
ど
債
権
も

あ
り
、
そ
れ
か
ら
資
産
な
ど

も
あ
っ
た
関
係
で
、
会
社
と

し
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
報

告
し
て
い
る
。

ソ
ニ
ア
定
款
、
２
条
の
目

的
に
林
業
機
械
木
材
加
工
施

設
な
ど
の
貸
付
に
関
す
る
業

務
と
あ
る
が
間
違
い
な
い
か
。

定
款
に
定
め
て
い
る
。

定
款
ど
お
り
の
貸
付
運
用

で
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
か
。

借
り
受
け
で
は
製
材
も
あ

り
難
し
い
。

木
材
原
木
の
供
給
を
主
眼

に
、
乾
燥
施
設
で
付
加
価
値

を
付
け
有
利
販
売
に
努
め
て

お
り
、
借
り
る
思
い
は
持
っ

て
い
な
い
。

総
額
15
億
円
余
の
莫
大
な

出
資
金
が
消
滅
す
る
が
、
町

民
へ
の
総
括
説
明
は
。

答

町
　
長

問

山
　
口

答

町
　
長

問

山
　
口

答

町
　
長

問

山
　
口

答

町
　
長

問

山
　
口

答

片
岡
副
町
長

問

山
　
口

答

町
　
長

問

山
　
口

答

町
　
長

ソ
ニ
ア
は
多
額
の
公
的
資

金
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
会
社

で
あ
り
、
現
在
の
状
況
を
鑑

み
た
と
き
、
こ
こ
に
至
っ
た

経
緯
を
総
括
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
経
営

に
つ
い
て
議
会
の
調
査
報
告

も
さ
れ
て
い
る
が
、
町
と
し

て
も
再
度
、
経
営
総
括
を
行

い
、
多
額
の
赤
字
原
因
を
明

確
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

設
立
か
ら
の
経
営
状
況
、

赤
字
の
要
因
を
ま
と
め
、
議

会
と
町
民
の
皆
様
に
広
報
や

区
長
会
、
地
域
懇
談
会
な
ど

の
場
を
通
じ
説
明
し
て
い
き

た
い
。
た
だ
最
終
的
な
清
算

に
は
ま
だ
数
年
か
か
り
、
時

期
を
み
て
説
明
し
た
い
。

池川茶園で販売されている加工品
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答 職員を配置

商工会に観光拠点を

6次産業の育成を

検討したい答

６
次
産
業
を
国
も
大
々
的

に
取
り
上
げ
る
方
針
だ
が
、

本
町
の
考
え
は
。

主
に
農
業
や
水
産
の
分
野

で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

農
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
消

費
者
へ
の
直
接
販
売
、
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
の
経
営
な
ど
が

上
げ
ら
れ
、
本
町
で
は
池
川

茶
園
の
茶
畑
プ
リ
ン
が
良
い

例
だ
。

439
市
の
改
修
を
計
画
し
て

お
り
、
農
業
者
の
所
得
向
上

と
地
域
活
性
化
を
図
り
た
い
。

吾
川
、
仁
淀
地
区
で
も
要

望
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

答

町
　
長

問

山
　
口

33
号
線
の
三
坂
峠
も
一
新

し
た
。
県
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
も
仁
淀
川
観
光
が
追

加
さ
れ
た
。

問

藤
原
陽
三

答

町
　
長

商
工
会
に
観
光
の
拠
点
を

お
い
て
、
情
報
を
発
信
し
て

町
と
共
に
観
光
を
推
進
す
る

こ
と
に
今
後
大
い
に
期
待
す

る
。観

光
情
報
の
発
信
強
化
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど

に
よ
り
、
情
報
化
の
充
実
を

図
る
。

昨
年
２
月
に
町
内
観
光
関

連
団
体
有
志
に
よ
り
、
住
民

が
ガ
イ
ド
と
な
り
地
域
住
民

と
触
れ
合
い
、
住
民
が
歴
史

や
伝
統
を
肌
で
感
じ
な
が
ら

町
内
を
散
策
し
て
少
人
数
の

ツ
ア
ー
を
町
内
各
地
で
実
施

し
た
。

観
光
を
考
え
る
会
が
補
助

事
業
を
活
用
し
て
ガ
イ
ド
の

養
成
を
し
て
い
る
。

商
工
会
に
職
員
を
お
い
て

観
光
客
の
利
便
性
を
高
め
、

窓
口
機
能
は
も
と
よ
り
、
観

光
資
源
や
情
報
を
共
有
す
る
。

そ
れ
ら
を
活
用
し
た
着
地

型
観
光
ツ
ア
ー
の
企
画
し
、

観
光
客
を
受
け
入
れ
、
意
識

の
向
上
の
た
め
の
講
演
会
な

ど
も
予
定
し
て
い
る
。

一
年
の
時
は
上
級
生
の
名
前
を
ま
ち
が
え

た
し
、
二
年
の
時
に
は
、
九
九
を
教
え
て
も
ら

っ
た
け
ど
、
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。三

、
四
年
の
時
に
は
、
苦
手
な
宿
題
が
い

っ
ぱ
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

五
、
六
年
に
な
る
と
、
苦

手
な
宿
題
に
も
な
れ
て
、
そ

し
て
楽
し
い
こ
と
や
、
責
任

の
い
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
で
も
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
、
楽
し

か
っ
た
で
す
。

最
後
の
名
野
川
小
を
と
て
も
楽
し
み
た
い

で
す
。

六
年
　
大
野
　
　
　
修

僕
は
名
野
川
小
学
校
が
無
く
な
る
の
が
残

念
で
す
。

六
年
間
名
野
川
小
に
い
て
、
い
ろ
ん
な
思

い
出
が
で
き
ま
し
た
。

ラ�コ�ム�

思
い
出

仁淀川町商工会　仁淀支所


